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昨
年
、
山
口
県
の
あ
る
高
校
で
「
安

保
法
案
」
に
つ
い
て
の
授
業
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
授
業
に
対
し
県
議
会
で
自

民
党
議
員
が
、
教
材
に
朝
日
新
聞
と
日

経
新
聞
の
２
紙
だ
け
が
使
用
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
理
由
に
、
「
政
治
的
中
立
性
」

に
問
題
が
あ
る
か
の
よ
う
に
取
り
上
げ

ま
し
た
。
教
育
長
も
同
調
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
授
業
は
、
生
徒
が
「
安
保

法
案
」
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
や
野

党
の
主
張
な
ど
を
学
び
、
自
分
た
ち
の

意
見
を
発
表
し
、
説
得
力
の
あ
る
意
見

に
投
票
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
特

定
の
政
治
的
見
解
を
押
し
付
け
る
も
の

で
な
く
、「
政
治
的
中
立
性
」
に
何
ら
反

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

教
員
た
ち
が
工
夫
し
て
政
治
教
育
を

試
み
て
も
、
こ
の
よ
う
に
政
治
家
が
難

癖
を
つ
け
、
そ
れ
に
教
育
委
員
会
が
同

調
す
る
。
こ
れ
で
は
政
治
教
育
は
危
な

い
か
ら
や
め
よ
う
と
い
う
自
粛
ム
ー
ド

を
つ
く
り
、
そ
の
芽
を
つ
み
と
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
深
刻
な
こ
と
に
、

そ
の
後
も
同
様
の
事
例
が
続
い

て
い
ま
す
。
教
育
の
自
由
を
侵
害

す
る
圧
力
は
や
め
る
べ
き
で
す
。 

 

文
部
科
学
省
や
教
育
委
員
会

は
不
当
な
攻
撃
に
は
毅
然
（
き
ぜ

ん
）
と
対
処
し
、
多
様
な
政
治
教

育
の
試
み
を
励
ま
す
べ
き
で
す
。 

 
 

長
年
の
自
民
党
政
府
の
も
と
で
政
治

教
育
は
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
主
権
者
教

育
の
不
十
分
さ
は
若
者
の
政
治
的
関
心

の
低
さ
の
要
因
の
一
つ
と
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
一
八
歳
選
挙
権
を
前
に
政

治
教
育
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
は
日
本
の

民
主
主
義
の
重
要
な
課
題
で
す
。 

 

現
場
を
萎
縮
さ
せ
る
政
治
的
圧
力
に

強
く
反
対
し
、
主
権
者
を
育
む
政
治
教

育
を
守
り
、
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

    

   

戦争法の廃止を求める統一署名（２０００万署名）を全力で取り組もう！ 
江教組 3000名を集めきり（現在 37分会･923名）、安倍政権の暴走を早急にストップさせましょう‼ 

 

一
八
歳
選
挙
権
を
前
に
政
治
教
育
は
必
要
と
し
な
が
ら
、

「
政
治
的
中
立
性
」
を
掲
げ
“
圧
力
”
・ 

“
制
限
”
‼ 

戦
争
法
・
改
憲 

「
二
〇
〇
時
間
を
超
え
る
充
実
し
た
審
議
の
結
果

成
立
し
た
。
」「
私
は
一
〇
〇
〇
回
答
弁
し
た
。」 

「
廃
止
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。
」
と
開
き
直
り
、

強
行
採
決
に
対
し
て
は
「
議
論
が
熟
し
た
と
委
員
会

が
判
断
す
れ
ば
、
委
員
が
判
断
す
れ
ば
、
当
然
採
択

と
言
う
こ
と
に
な
る
。
」「
最
後
に
採
択
す
る
時
は
冷

静
に
採
択
す
べ
き
だ
。
」
と
野
党
の
責
任
に
し
て
逃

げ
る
。
名
文
改
憲
に
つ
い
て
も
「
憲
法
改
正
は
立
冬

以
来
の
自
民
党
の
党
是
だ
。」
と
居
直
り
、「
緊
急
事

態
条
項
」
の
創
設
を
目
的
と
し
た
改
憲
を
鮮
明
に
し

た
。 沖

縄
米
軍
新
基
地 

「
辺
野
古
移
設
は
米
軍
の
抑
止
力
を
維
持
し
な
が

ら
、
普
天
間
の
危
険
性
の
除
去
を
図
る
唯
一
の
解
決

策
だ
。
」
沖
縄
の
民
意
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
、
同
じ
答
弁
を
く
り
返
し
、
挙

げ
句
の
果
て
に
「
安
全
保
障
に
関
わ
る
こ
と
は
国
全

体
で
決
め
る
こ
と
。
一
地
域
の
選
挙
で
決
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。」
と
答
弁
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ 

「
批
判
だ
け
し
て
い
る
か
、
前
に
出
て
チ

ャ
ン
ス
を
つ
か
む
か
、
未
来
が
ど
ち
ら
に

微
笑
む
か
は
あ
き
ら
か
だ
」
と
根
拠
の
な

い
楽
観
論
で
反
対
論
を
無
視
、
政
府
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て
う
ち
だ
し
た
「
攻
め
の

農
業
」
の
で
た
ら
め
さ
を
批
判
さ
れ
る
と

「
み
ん
な
が
意
欲
を
も
っ
て
い
け
ば
（
農

業
輸
出
）
が
大
き
く
増
え
て
い
く
可
能

性
が
あ
る
。
」
と
精
神
論
。
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断

固
反
対
」
の
自
民
党
選
挙
公
約
違
反
に

つ
い
て
問
わ
れ
る
も
「
約
束
は
守
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。」
と
強
弁
。 

原
発
再
稼
働 

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
、
未
だ
、
事

故
処
理
に
追
わ
れ
る
中
、「
世
界
で
最
も

厳
し
い
レ
ベ
ル
の
新
規
制
基
準
に
適
合

す
る
と
認
め
た
原
発
の
み
そ
の
判
断
を

尊
重
し
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
再
稼

動
し
て
い
く
。」
を
繰
り
返
す
。 

通
常
国
会
に
観
る
安
倍
首
相
の
暴
言
・
詭
弁
の
数
々
！ 

「
国
民
不
在
」「
憲
法
無
視
」
の
ア
ベ
政
治
の
実
態
浮
き
彫
り
‼ 

「
政
治
教
育
」
は 

民
主
主
義
の
切
実
な
課
題 

意味は「他人の話が聞

けない、聞かれたことに

答えない&ごまかす」 

ネットで発見、真意の程

はわかりませんが、言い

得て妙。 
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番
組
の
後
半
、
佐
藤
学
さ
ん
が
関
わ

っ
て
学
校
改
革
を
進
め
る
三
重
県
尾
鷲

中
学
校
の
コ
の
字
４
人
組
の
授
業
を
紹

介
し
た
上
で
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
し
て
文
部
科
学
省
が
全
国
に
広

め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
」

の
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
は
い

り
ま
す
。
そ

の
後
、
校
長

先
生
の
「
時

代
は
ど
ん
ど

ん
変
わ
っ
て

い
く
。
学
力

は
当
然
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

自
分
で
将
来
を
選
択
す
る
力
も
、
誰
と

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

力
も
必
要
だ
し
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ

の
小
さ
な
町
、
田
舎
の
学
校
ほ
ど
地
域

の
期
待
は
ま
す
ま
す
、
大
き
く
学
校
に

む
く
。
ま
だ
ま
だ
、
応
え
ら
れ
て
い
な

い
が
、
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
か
な
き
ゃ
な
と
言
う
の
が
学
校
。
」
の

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、「
あ
ま
ね
く
平
等

を
め
ざ
し
て
始
ま
っ
た
戦
後
日
本
の
教

育
。
…
…
格
差
が
広
が
る
な
か
、
今
、

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
結
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
波
は
つ
か
ん
だ

方
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

なぜ、日本国憲法の理念を実現するためには教育の力

が必要だという観点で戦後教育の理念を定め 1947年に

制定された旧教育基本法は棚上げされ、挙げ句の果て、

「改悪」されてしまったのか その① 

 

教育基本法が「改悪」される直前の安部・森氏の発言 

「戦後教育のせいで子どもがおかしくなった。」 

佐世保市で起きた小６女子児童が同級生に切りつけら

れて死亡した事件がおきた。 

事件が起きた２００４年６月１日に開かれた講演会で

の安倍晋三幹事長の発言。 

「『大変残念な事件があった。大切なのは教育だ。子ども

たちに命の大切さを教え、この国、この郷土の素晴らしさ

を教えていくことが大切だ。』と述べた。そのうえで教育

基本法改正の必要性を強調し、党として７月の参議院選挙

までに改正案の中間報告をまとめて発表する考えを示し

た。」（２００４年６月２日朝日新聞） 

２００３年７月、長崎市で中学１年生の少年が４歳の男

児をナイフでさし、駐車場屋上から落として殺害事件のあ

と、森喜朗元首相の福井県敦賀市での講演会での発言。 

「両親、国家、地域社会、家族に対し責任を持つことを教

えない、教わらない人たちが大人になっている。そこで生

まれ、育てられた子どもたちはもっと悪くなるのは当たり

前ではないか。そういう意味で、教育基本法の改正をやれ

と言ってきた。」（２００３年７月２０日朝日） 

 

「残念な事件があった。」……「大切なのは教育だ。」 

 ここまではその通り 

問題はその次 

「子どもたちに命の大切さを教え、この国、この郷土の

すばらしさを教えていくことが大切だ。」このことと教育

基本法改正とどう結びつくのか？ 

（自民党政権、得意の詭弁とすり替えです。次号に続く） 

「教育と国家」高橋哲哉著よりレポート 

旧教育基本法の理念をずっと棚上げにして、「愛国心教

育」を盛り込み、様々な教育制度「改悪」をおこなった上

で｢道徳｣の教科化を行う自民党・安部政権のねらいは何な

のでしょうか？ 

小学校道徳教科書の検定をむかえる 2016 年、その危険

性を明確にして、押し返していくことが、子どもたちの未

来に責任を持つ私たちの責務だと考えます。 

戦後の教育史を検証しつつ、学校の本来あるべき姿を探

らなければならないと思います。 

 

「アクティブラーニング」に上手に対応し、 
全ての子どもに学びを保障する 
学校づくりをめざしたい。 

戦
後
史
証
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

日
本
人
は
何
を
め
ざ
し
て
き
た
か 

未
来
へ
の
選
択 

第
五
回
「教
育
―
“知
識
”か
“考
え
る
力
か
”」
で 

学
び
合
い
に
よ
る
学
校
づ
く
り
を
す
す
め
る
尾
鷲
中
学
校
を
取
り
上
げ
て

江戸川の教育を考える区民の会第１回呼びかけ人会学習会 

. ２０１６年１月２２日 午後６：３０ 支部２Ｆ会議室 

・学習『「安倍教育再生」・「道徳の教科化」の動向』 

講師：大野一夫さん（東洋大学講師、元歴教協事務局長） 
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